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会議名（英文の場合は和訳
も記載）

OECD cell　transformation　assay expert group（OECD
形質転換試験専門家グループ会議）

開催場所、年月 パリ（フランス），2014年1月14-16日

会議内容（１５０字以内）
OECD 形質転換試験専門家会議に参加し，検討が進んでいる
SHEアッセイおよびBhasアッセイ試験法ガイドライン案の内
容について討論した．

レギュラトリーサイエンス学会

参加者名 小島　肇

他機関所属の著者がいる場
合には所属機関名を記載す
る

*1
(株)化合物安全性研究所，

*2
酪農学園大学　獣医学

演題名
牛角膜を用いた混濁度および透過性試験法（BCOP法）におけ
る病理組織学的検査

学会名, 発表年月及び場所
第30回日本毒性病理学会総会および学術集会，2014年1月30-
31日，あわぎんホール（徳島）

発表者名
古川　正敏

*1
，榊原　隆史

*1
，六川　潤美

*1
，伊藤　浩太

*1
，

佐々木　啓
*1
，平賀　武夫

*2
，小島　肇，松浦　正男

*1

題名 技術講座　安全性評価試験（27） 生殖毒性試験

雑誌名、巻（号）、ページ、年 COSME　TECH　JAPAN,　4（1）70-74（2014）

国内学会

2014年1月：JaCVAM活動マンスリーレポート

項　　　　　目 記　　載　　内　　容

論文

著者名 小島　肇夫


